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ダｸﾀｲﾙ鉄管用切管端面防食材料
（ＧＸ形）

取り付け要領害

(琴露言）

●
岡本ダクタイル鉄管協会



△注意

○安全に作業頂くための注意事項

このマークは、その事項を守らないと使用者また

は第三者が傷害を負ったり、あるいは管の持つ本

来の機能を発揮することができなかったり、管を

破損する可能性があることを意味しています。

なお、「△注意」に記載した事項でも、状況によっては重大
な結果に結び付く可能性があります。安全に関する重要な内容

を記載していますので必ず守って下さい。

《安全作業の確保のために》
配管施工および接合作業を安全かつ確実に実施していただくために、労
働安全術生規則を遵守し、特に次の事項を守ってください。

(1)固定リングの取り扱い

△ 注意|下記事項を守らなかった場合、 災害を引き起こす恐れがあります。
①間定リングの取り扱いには、耶手や保護メガネ等、保謹典を蒲用して．I､~さい。

②固定リングの掛け合わせを外すj吻合､弾ける恐れがあるので．'-分注意して下さい。
③固定リングの取り付けに使用する工具は専用のものを使ﾊ]し、使州l前に必ず点検
整備をして下さい。

(2)切管端面の仕上げ

△注意 下記事項を守らなかった場合、災害を引き起こす恐れがあります･
、切断部のバリはやすりなどで取ってください〔
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I・概論

ダクタイル鉄管用切管端面防食材料（ＧＸ形）（以下、切管

端面防食材料とする）は、ＧＸ形防食ゴムと固定リングで構

成され、図１に示すように固定リングにより切管した管内面

に張り付ける構造となっている。

･適用呼び径：呼び径７５～２５０

．適用管種：１種類（１種管、Ｓ種管兼用）

･規格番号：JDPAZ2017-2011
･適用内面塗装：粉体塗装

･適用切管方法：P-Link，G-Link、切管用挿し口リング

ＦＡ Ｇ

図１切管端面防食材料（ＧＸ形）

くびれ部

スト妙パー

図２固定リングの各部名称
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Ⅱ．取り付けに使用する工具

固定リングは、両端を掛け合わせて丸めた状態でＧＸ形

防食ゴムとセットで梱包されているため、掛け合わせを外

し、図３のように板状に戻す。
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X形防食ゴムＧ

図３ＧＸ形防食ゴム・固定リング

拡径工具（専用工具）

ラチェットレンチ

マイナスドライバー

ラジオペンチ

プライヤー

ダクタイル鉄管継手川滑剤

△注意淵認Ｗ製協廠柵熱憩jf鱗
弾ける恐れがあるので十分注意してドさい

－３－

図４取り付けに使用する工具

…鰯
由ﾛ

罰》（２）《鋤〈4）（５）

零擬#調…鍵皇一



皿切管端面の仕上げ

（１）而取り

ＧＸ形防食ゴムを使用する場合の外周部の面取りは、グ

ラインダー等を使用してＣｌ程度に仕上げる。

(2)段差

切管端而に段差が生じた場合、グラインダー等を使用し

て平らにする。

なお、切管の施工については「ＧＸ形ダクタイル鉄管

接合要領書」（JDPAWl6）を参照のこと。

里程度
〆

ノ １

図５切管端面の仕上げ状況

△注意淵締膿騨齢を破槙きせる恐れがあるので，必

Ⅳ、切管端面防食材料（ＧＸ形）取り付け要領

１．ＧＸ形防食ゴムの取り付け

(1)管の清掃

柿し口の端而および端而から外面側約２cm、内面側約４

ｃｍの範囲に付着している油、砂、滑剤、その他の異物をき

れいに取り除く。

－４－



(2)ＧＸ形防食ゴムの取り付け

袋からＧＸ形防食ゴムを取り出し、ＧＸ形防食ゴムの

メーカーマークを真上にして取り付け後、端面に浮きや外

周部に巻き込みやメクレがないことを確認する。また、端

面の浮きについては、指で押して確認する。

(チェックシート(1)）

（正）（誤）

図６ＧＸ形防食ゴムの取り付け方法

2．固定リング取り付け前の準備

（１）固定リングのＲ（曲げ癖）と同じ方向にストッパーを曲
げる。拡径、固定作業に支障をきたす恐れがあるので、必
ずこの作業を行うこと。

、
、

（正）（誤）

図７固定リングストッパーの折り曲げ方法

－５－



(2)ストッパーと同じ方向に固定リングを丸め、くぴれ部を

長孔に柿し込む。

焚孔
ノ

ＣＯ

図８固定リング取り付け前の準備作業

3．固定リング､の預け入れ

（１）呼び径７５，１００のＧＸ形防食ゴムについては、固定リン

グの挫屈を防止するためにダクタイル鉄管継手川滑剤をＧ

Ｘ形防食ゴムの突起内側の円周上に薄く塗布する。

(チェックシート(2)）

〉 黒二コ
呼び径75,100のみ滑御峻塗血_/

図９ダクタイル鉄管継手用滑剤の塗布（呼び径75,100のみ）

△注意職櫛jﾙ鉄管継手川瀞荊を使卿し､所定の雌囲に塗
また滑剤に異物が付蒜した時は除去してください。
これらの耶項を守らなかった場合、固定リングが取り付けら
れない場合や、ＧＸ形防食ゴムが外れる恐れがあります。

－６－



(2)仙l定リングを絞って小さい円形にする。この時、どちら

の短孔からストッパーを出しても良いが、図１１の右図の

ようにストッパーの折り|M1げ位置と短孔との間に隙間がで

きると、拡径した固定リングが緩んで外れてしまう恐れが

あるので注意する。

葦三へ
ＤＪ

図１０固定リングの絞り状況

ストッパーの根元
スト､ソパー、

)○○’‘．’ ,5Ｈ５言当等‘
撒け合わせ前の固定リングの両端

ストッパーの折り曲げ位世

竺､、錘H必
)○○’丙＝一１画「（

←拡径一唇、鏡孔１

〆ﾄｯバーッ醗塑屡恕岸哩皿
)ＣＯ’’α--声＝封、（
←拡径一瞳霞、－１通Li、短IL2

（正）（誤）

掛け合わせ後の固定リングの両端

図１１ストッパーの折り曲げｲｳ置左短孔との関係

(3)ストッパーとくびれ部がある部分を真下にして、ＧＸ形

防食ゴム内側にある突起の間に預け入れる。また、預け入

れる際には、lilfI定リング上部から預け入れると作業が容易
である。

－７－
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図１２固定リングの預け入れ

4.固定リングの確認

(1)固定リングがＧＸ形防食ゴム内周にある突起の間に収

まっており、乗り上げていないことを目視および指で触っ

て確認する｡。

(チェックシート（３）拡径前）

’’常ニコノマーーｉ
囚定リングの乗りｋげ／

（正） （誤）

図１３固定リングの乗り上げ有無の確認

△注意鳴総卿職脇副難､ピグ洗管憲ど

(2)ストッパーが短孔から立ち上がっていることを確認す

る。

－８－



１

図１４ストッパーの立ち上がり位置の確認

5．固定リング．の拡径

ＧＸ形防食ゴムは、拡径工具により固定リングを管内面

で押し広げて（拡径して）固定する。

庄干調

ｻﾄ'Ｉ
Ｇｋ）

＃＋M｝

皿戸工請I皿

図１５拡径工具
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図１６拡径工具セット状態

※左右２点ずつある丸孔は、通常、内側の２点を使用する。

内側２点の間隔が狭く、爪を挿し込むことができない場合、

外側の丸孔を使用する。

問定リングノ

丸孔

一､、

(1)固定リングの丸孔に爪を差し込み、手で拡径工具の操作
ナットを締める。

拡径工具／

'

－１０－

図１７拡径工具を取り付ける固定リングの丸孔



(2)図１８に示すように、拡径工具の爪と爪との間をプライ

ヤーで抑さえて、固定リングを管内面に沿わせる。

間

拝さスを

図１８固定リングの拡径準備

(3)工具を片手で押さえながらラチェットレンチ等で操作

ナットを締め付ける。

締め付け力が大きくなり､拡径工具が自立するまで行う。

なお、間定リングに隙間ができるようであれば、その都度

プライヤーで押さえて管内Ⅲに沿わせる。

F

妙

iF罷雲＝

…型､／愈雲鐸謹:腿”
図１９ラチェットによる操作ナットの締め付け

－１１－



(5)つば付き円筒がハウジングに納まるまで操作ナットを更

に締め付ける。

管底側の円筒のつばがハウジングに当たると拡径終了とな

る。操作ナットは、緩めずに締め付け状態を保持する。

(4)工具が自立した後、プライヤーで固定リングを押さえな

がら操作ナットを締め付ける。

－１２－
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図２０プライヤーによる固定リングの押さえ作業

図２１締め付け管理方法
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図２２締め付け完了状態

(6)締め付け後、間定リングがＧＸ形防食ゴム内周にある突

起の間に収まっており、乗り上げていないことを目視およ

び指で触って確認する。また、固定リングとＧＸ形防食ゴ

ム内周との間に隙川がないことを目視で確認する。

(チエツクシート（３）拡径後）

二’匙ミコノ’号ニコ
リングの染り上げや隙,Ｍ１の発生フー

（正） （誤）

△注意蛎埋雛,淵眺郷燭謝繍榊雛
たら、締め付けを止めてください。

△注意溺懲猟燃綴欝脇W獣グとGｘ

△注意鯛織跡鯉撚蝋測繍f､ビグ洗

－１３－



6．固定リングの固着

(1)マイナスドライバーでストッパーの根元を中心に起こ

す。

出来

うに

る

|宝ｲﾅｽドﾗｲパー

図２３固定リングのストッパー起こし作業

(2)ラジオペンチでストッパーを根元から折り曲げる。

！

麟蕊蕊蕊驚
Ｉ

(正）

ストッパーを

漣:岬
(誤）

図２４ラジオペンチによるストッパー折り曲げ作業

△注意鮎総区郷撫馳測見撫鴎雌滞
げて下さい。

－１４－



(3)ストッパーの出代が１０～１５ｍｍ程度になるようにラジ

オペンチでストッパーを切断し、切断片を|面|収する。

､変謬鋤馳鍾

図２５ストッパーの切断位置

(4)プライヤーでストッパーを完全に折りllllげ、ストッパー

の端が固定リングと接触していることを確認する。

(チェックシート(4)）

忠電；§＃;…＃』

ストッパーの浮き上がり

==一=三二一
(正） 誤）

図２６プライヤーによるストッパーの折り曲げ作業

(5)操作ナットを完全に緩め、拡径力が作用していない状態

で拡径工具を固定リングから外す。

△注意癖苦綱頚熱鯉撫燃蝿侭態で総理に

－１５－



7.取り付け後の確認

(1)ＧＸ形防食ゴム内周の上下左右（図27①～④）全てを

手で引っ張り、ＧＸ形防食ゴムが容易にズレないことを確
認する。

(チェックシート(5)）

①Ｉ

lＨ
④ ②

③

図２７ＧＸ形防食ゴムの取り付け確認を行う位置

8.ＧＸ形防食ゴムの取り外し

ＧＸ形防食ゴムの取り付けが不完全な場合、あるいはその

他の理由によって、ＧＸ形防食ゴムを取り外す時は、次の手

順で取り外す。

(1)固定リングのストッパーをマイナスドライバー等で起こ

す。（４．で示すストッパーの状態に戻す｡）

(2)固定リングの重ね合わせ部の間にマイナスドライバーを

ねじ込んで緩める。

(3)固定リングを外してから、ＧＸ形防食ゴムを外す。

－１６－



§

タ

、毒。

病官コムの印ｰ
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ストッパーの浮き上がり
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ストッパーの浮き上がり

Ｖ・参考資料

１．チェックシート

①Ｉ
（３）固定リングの取り付け

竺三ニダ

（１）ＧＸ形防食ゴムの取り付け（４）ストッパーの折り曲げ

(良い例）（悪い例）

亡＝鴬三三三コ
(呼び径７５，１００のみ）

(良い例）（悪い例）

Ｅ二コどこ二コ
固定リングの乗り上げや隙間の発生

(良い例）（悪い例）

ここニニグ

（５）固定後の確認

ダクタイル鉄管用切管端面防食材料（ＧＸ形）チェックシート

ＦＦ垂F１
配管主任 指導員 担当者

工事名

工区

配管図Ｎｏ．

測点Ｎｏ．

呼び径・管種



ｰ

《◎

管Ｎｏ．および形状

略 図

継手ＮＣ

清掃

（１）ＧＸ形防食ゴムの取り付け

（２）滑剤の塗布

(呼び径７５、ｌＯＯのみ）

（３）固定リングの 拡径前

取り付け 拡径後

（４）ストッパーの折り曲げ

（５）ＧＸ形防食ゴム固定後の確認

判 定

判定基準
(１）

(２）

ＧＸ形

なお、

呼び径
こと。

防食ゴム取り付け後、端面に浮きや外周部に巻き込みやメクレがないこと。
端面の浮きについては、指で押して確認する。
７５，１００のＧＸ形防食ゴムについては、突起内周に滑剤の塗布がされている

（３）拡径の前後で固定リングが突起の間に収まっていること。また、固定リングとＧＸ形防食
ゴムとの間に隙間がないこと。

（４）ストッパーの端と固定リングが接触していること。

（５）ＧＸ形防食ゴム内周の上下左右（①～④)全てを手で引っ張り、ＧＸ形防食ゴムが容
易にズレないこと。．
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Ｌ

接合要領害の内容は、製品の仕様変更などで予告な

く変更される場合がありますので、当協会のホーム

ページ（http://www､jdpagrjp）から最新の接合要領

書がダウンロードできますので、お手持ちの接合要領

書をご確認いただき、接合作業時には最新の接合要領

害にしたがって作業を行ってください。

１日1本ﾀ゙ｸﾀｲﾉ

東京ｉｊＦ獅所

関１町支部

北海逆支部

東北支部

‘１１部支部

llIIIilIノリIliI支部

ﾉＬ州支部

http:"www,jdpagr.jｐ

収求都下代Ⅱl区ﾉL段I櫛４ｒ1.18番９号（Ｈ木水逆会館）

心リパ０３（3264）６６５５（代）ＦＡＸＯ３（3264）５０７５

大阪市!|'央Iえ南船賜４ＴＩｌｌ２稀１２瀞（小西・’1生ピル）

噸締０６（6245）０４０１～２ＦＡＸＯ６（6245）０３００

札'晩Ilf中央区北２条iIIi2rII41悉地(セコム批保札幌ビル）

屯,猫０１１（251）８７１０ＦＡＸＯ１１（522）531O

仙台TiiIlf難Ⅸイ量Ⅲ｢２ｒＩＩ５僻１号（オーク仙台ビル）

噸,WiO22（261）０４６２ＦＡＸＯ２２（399）６５９０

猫11『雌IlfIl1ｲ:,I区橘駅３１~１１２２群８号（大束海ビル）

心活０５２（561）３０７５ＦＡＸＯ５２（433）８３３８

広JIjIi『'11Ｋ世町２瀞２３｝』（Ⅳ村不動産広鮎ビル）

屯１１‘1１０８２（545）３５９６ＦＡＸＯ８２（545）３５８６

冊lMlIliIll央Ⅸﾉ<神２１．１１１４稀２号（洲ⅢIII1;券ピル）
心荊０９２（771）８９２８ＦＡＸＯ９２（771）８９２８

、
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